
2022年夏号

漢字ミュージアム便り

「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」作品展示

甲骨文字の展示が新しくなり
ました

漢字ミュージアム開館6周年

■「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」は、
家族や恋人、友人や恩人、そして自分自身にあ
てて、日頃は言えない素直な気持ちを漢字一字
に託して贈るイベントです。漢検協会が主催し
ており、2020年度・2021年度開催の受賞作品の
中から、各20点を展示しています。心温まり、
また、少し考えさせられもする作品をどうぞご
覧ください。

【期間】4月13日から展示中
【料金】入館料が必要
【場所】漢字ミュージアム2階

＜2022年度作品募集中＞
応募テーマ：贈りたい漢字とメッセージ
応募期間：6月1日～9月22日※必着
表彰：絆大賞（賞状・副賞5万円相当）ほか

WEBで「漢検 漢字コンテスト」で検索！

公益財団法人東洋文庫から新たに甲骨資料を
お借りして、5月から展示しています。
本物の甲骨文字を見られる館はそう多くありま
せん。中国の河南省安陽市にある”殷墟”から発
掘された本物の甲骨を、ぜひこの機会にご覧く
ださい。

▲「本物の甲骨文字を見てみよう」コーナー

▲展示の様子
▶絆大賞作品（小学生部門）

当館は6月29日に開館6周年を迎えます。
みなさまへ感謝の気持ちを込めて、6月29日
(水)～7月3日(日)は来館者全員に漢字ミュージ
アムオリジナル鉛筆をプレゼントします。

▲漢字ミュージアムオリジナル鉛筆



【所在地】〒605-0074京都市東山区祇園町南側551番地

【電 話】075-757-8686

【 WEB 】https://www.kanjimuseum.kyoto/

【開館カレンダー】最新情報はWEBサイトでご確認ください

【入館料】
大人800円／大学生・高校生500円／中学生・小学生300円
小中高生1名以上と同伴の大人は、1名につき300円引き(大人2名まで)

アクセス・開館情報・入館料

八坂神社・知恩院・建仁寺・清水寺に近い立地です。

漢字文化研究所連続講座「漢字と暮らし今昔」

【アクセス】
電車 ・京阪本線『祇園四条駅』徒歩5分

・阪急京都線『京都河原町駅』 徒歩8分
・地下鉄東西線『東山駅』 徒歩10分

京都市バス ・『祇園』下車すぐ
※来館者用の駐車場はございません。お近くの
コインパーキングか公共交通機関をご利用ください。

漢字ミュージアムSNSアカウント漢字ミュージアムを
ドローンで体感しよう！
(3分映像)

ワークショップ再開「消しゴムはんこを作ろう」
コロナ禍以降、開催を見送ってきたワークショップを6月から再開します。
プログラムは当面の間「消しゴムはんこを作ろう」のみです。
日時など詳細はWEBサイトをご確認ください。

【内容】消しゴムを使って、古代文字を学びながらはんこを作ろう
【対象】小学生以上 ※小学校低学年は保護者と一緒にご参加ください。

※体験者の付き添いは大人1名のみです。
【申込】当日9時30分から館内チケット売場にて。先着順。
【定員】10名 【料金】入館料＋300円

奈良時代の木簡と万葉集から時代を追って現代まで、出土資料と文献資料の双方に目を配って、日本での
これまでの漢字文化をたどります。
定員・聴講料など詳細はチラシや漢字ミュージアムWEBサイトをご確認ください。※後日有料配信あり

休館

開館（11:00～17:00）※最終入館16:30

開館（9:30～17:00）※最終入館16:30

日程 テーマ 講師

6月11日（土） 漢字で書かれた『万葉集』 花井 しおり（人間環境大学教授）

7月23日（土） 漢字から仮名へ－「えびフライ定食」の謎！？－ 山本 真吾（東京女子大学現代教養学部教授）

8月27日（土） 節用集－時空を超える文化の方舟－ 佐藤 貴裕（岐阜大学教育学部教授）

9月10日（土） 令和の時代の漢字辞書 円満字 二郎（辞書編集者）
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https://www.facebook.com/kanjimuseum.kyoto/
https://www.instagram.com/kanjimuseum.kyoto/
https://twitter.com/kanji_museum

